第６学年　道徳科学習指導案
１　主題名　ほんとうの友達＜B－１０　友情、信頼＞
２　教材名　「ロレンゾの友達」（出典　日本文教出版「生きる力」）
３　学習過程
	時間
	学　習　活　動
	　教　師　の　支　援

	つ
か
む
８
深
め
る

３０

	１　ほんとうの友達とはどんな存在なの
か考える。

２　

２　教材「ロレンゾの友達」を読み、３人の友達の対応の在り方について考える。

　
３　教材文の続きを読み、木の下で話し合ったことを口にしなかった理由について考える。

４　日頃、自分たちの友達に対する様子を振り返る。


	・ほんとうの友達について考えがもちやすくなるように、ほんとうの友達とは（　　　）存在と穴埋めにして、ワークシートに書くようにする。
・教材の内容が簡潔に理解できるように、短冊を提示して、内容を確認する。
☆自分の考えを明確にして話し合いに参加できるよう、①赤帽子、②白帽子、③帽子なしに区別をして話し合いを行い、友達の考えを聞いて、自分の考えが変わったときは、帽子の色を変えるように伝える。
・話し合いが深まるように、理由を明確して発言するよう切り返しをする。
・１つの意見に考えがまとまったときは、他の意見についての疑問を投げかける。
・友達として大切な信じるということを忘れてきたことに気づくようにするため、３人ともロレンゾが罪を犯したことを前提に悩んでいたことをおさえる。
・本時で学んだことを自分のこととして考えることができるよう、日ごろの生活場面を振り返る場を設ける。
・話し合い後にほんとうの友達とは（　　　）存在の穴埋めをもう一度行い、自分の考えの変化に気づくようにする。

	見
つ
め
る
７
	５　授業感想を書き、学習の振り返りをする。

	・本時の授業で学んだことをこれからの生活に生かそうとする気持ちをもつことができるよう、授業感想にこれからがんばりたいことを書くように促す。



・何でも話すことができる存在


・大切な事ははっきり言ってくれる存在








　　「ほんとうの友達」について考えよう





あなたなら、戻ってきたロレンゾに何と声をかけますか？





＜①お金を持たせて、だまって逃がしてやる＞


・友達が警察に捕まるのは嫌だから、逃がしてあげたい。


＜②自首をすすめ、納得しなければ、そのまま逃がす＞


・本人が納得しなければ意味がない。


＜③自首をすすめ、納得しなければ警察に知らせる＞


・罪は償うべきだから、警察に知らせて、捕まえてもらう。





・疑っていたことを申し訳ないと思った


から。


・罪を犯したと思っていたことでロレンゾが傷つくと思ったから。








・友達を信じていないところもあった。


・私の友達はいつも私を信じてくれているなと分かった。





・友達を信じることの大切さが分かった。お互いに信じあえる仲でいたい。


・自分も信じてもらえるとうれしいから私も友達を信じたい。
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